
カリキュラム比較表  
（介護・看護・准看）  

○ 介護福祉士養成課程  
＜指定規則第7条第1項課程（2年以上）＞  

○ 看護師養成課程  
＜指定規則第4条第1項課程（3年以上）＞  

○ 准看護師養成課程  
＜指定規則案5条課程（2年以上）＞  

区分  科 目 名  形態  時間  ※学位   

茎  120   8   

礎  
分  

社会福祉概論   講義   60  4  

老人福祉的  講義  60  4  
障害者福祉論   講義   30   2  

専  
ン論   
葡会宮森音曲窟婿‾  講素  30  2  

門  
社会福祉援助技術  
演習   

分  
活動援助法  

一書義   

野  

家政学実習   実習   90   2  

医学一般   講義   90   6  

精神保健   講義   30   2  

介護概納  講義  60  4  
介護技術   演習  150  5  
形態別ノ1護技術   演習  150  5  
介護実習  実習  450  10  
‾演蕾   ．≡ ＝ ＝≡   90  3  

1＿ 650  7∩   

区分  科 目 名  形態   時間   

国語   ．＝意  35  
基  
礎  講義  35  
科  
目  講義  35   

人体の仕組みと働     毒素   105  
乏  

専  

門  35  

基  

礎  

科  盲護‾と倫曹■‾‾‾        35   

目     青書彷心曹‾‾‾‾     35  

保健医療福祉の仕  35  

看護概論   35  

碇看護技術  講義   210  

臨床 護概論  講義   70  
専  成人 護、老年書  講義   210   

護  
門  講義  70  

精神看護   講義  70  

科  

目  

謹呈臨地実訂   

享 
（臨地宴習）   

含計  1．R9∩   

区分  科 目 名  形惑   暗闇   学位   

茎   360  13   
礎  
分  

15  

510  
6   専 門 基 礎 分 野  人体の構造と機能、 疾病の成り立らと 回復の促進  講義       社会保障制度と生 清書の健康  講義  

基礎看護学   ・＝こ二≡ 演習  

10  

在宅看護論  講義  4  

専  
6  

． 

＝≡≒  990  

門  4  

分  4  

演．翼 講垂  4  

野  3  

＿＿ 臨地実邑）＿  2  

＿＿＿＿（臨地実翼）＿＿   

成人看護学  実習  8  

＿＿＿＿（臨地＿実翼）＿＿  

老年看護学  1，035  
＿＿（臨地実翼）   

刊1児看護学 実習  2  

臨地実習  実習  2  

実習  
2  

（臨地実習）  

2．895  93   
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カリキュラム比較表  
（介護・保育）  

○  イ某育士薫成吉栗程  ⊂⊃ 介吾妻ネ豆祉士至宝成言果不呈  
（事旨定規貝り第7条寮1項喋程）  

区分   科  巨ヨ   モ≦   形態   8毒闇   ※単位   

人間とその生…看の理角翠  言】喀裏   1 2 0   

璽予  
社会手毒手」上概言罵   ▼ご ＝1・   60   4  

老ノヽ手書毛利上呂汗8  呂コ誇考痘  60  白  
β章害者字幕諷1上書高   ＿ニ f   30   

専  30   ；≧  

P■】  昌美宰象   30   

うj－  3⊂）   1  

空手  60   
主窯且カモ去   
考人 － β手書者の一じヽ理   二．■■ ⊃ヂ   モヨ○   

家正文学概吉高   昌草薮   60   

家正史学冥習   実習   ∈〉○   

医学一般   ＿．1∴・   90   

輩毒手申イ呆イ建   ＝二万   30   

ブ1‾吾妻‡且驚喜毒   言葉轟   60   

デー言草技術   演習   15⊂）   

形蒐賢二弓リブ下請技子捕テ   男l冨習   150   

：「l－亘章実習   実習   4－50  1 ⊂〉  

ブ1一書毒薬警手旨導   演習   90   

全書十  1．  t5 5 （⊃   7 ⊂〉   

系タJ   科  f∃   名   形蒐寮  ；：き‡時間   単位   

保  覆土金手冨祉   嘉発議   3 0   ≦≧  
育  
の  社会福祉援助技術  演：ぎ   6 0   

本 ▲ご■L妄＝  

ー解  
f∃l＝  豆薫葬   6 0   

的開  
科  ＿ J｛ニ   3 0   

f∃  
一▼ こ  ±ニ  ＝＝   喜筆数   ∈1 0   

保  発達■亡♪理学   昌＃老生   3 0   ；≧  

育  
教育′む理学   ＿ 1二   3 0   

ノJヽ児保健   言責義  1 5 0   

の  
理  ′J、児栄養  演：iど  6 0   ＝≧  

「＝ドニ・j  

lこす  云＃戴   3 0   

一る  
科  岩井強   3 0   

E∃  
保  保事宇内容   演習   1 8 0   

≡ニて＝  
1■㌻＝√  演習   t∋ ⊂〉   

内l＝  
三、  演習   3 ⊂I   

－‾す  
方る  ヒiこ 芋■   3 ⊂〉   

法科  
のt∃  
基技  演習   1 2 0   

礎書巨   
保実  実習   2 2 5   

雷撃   
総5夷  5美智   6 0   

合響  

′1ヽ書十  1．  2 7 5   5 0   

保‘声Fの本質・ t∃的の理角翠lニ関す  
■るり閂＝目  
保TFの対象の理解l＝l関する科【∃  15（＝I  

以」＝  

必  ※1   ※2  
る科巨≡l  

基石畳技能  

保  保育実習 工Ⅰ  実習  
育  90  
乗  保育実習刀工  実習  以」＝   

習  事■2  
24（⊃   10  

′Jヽ書十  以」＝   以」＝   

演習   6 0  2  
※3  

教  体  ＿、‘こ  1 5  1  

＿■l ∴二   実技   4 5   

f∃  

1  

60  
※1  ；導く二∋  

180   t∋  

′Jヽ蒼・l－  以」ニ    l主1上   
1695   68  

含書十  1≧1」ヒ．   以」ヒ：．   

介一隻手苫祉士養成書架程は時一問数＿ 保育士集成採種lま阜・【立：  
数lこよ り 定められてしヽる○  
爾書架程を比較するためlこ、 介tま手書祉土嚢成球種の単位  
数及び保亨■士魂転成喋穐の時間数を短期大学投可■基準  
（昭和5 0年4月 2 8 El文部省令第21号） 策7条l＝  
基づき、 次の宰領で換井し＿た○  

※  

く＞岳満車監  
く：＞演習  
⊂）実習  
くっ実技  
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三幸‡1 選択必修科【ヨ及び教養科目の事！家業形尭婆lこつし、てlま：、 基  
礎技能は5票管と して、 基礎捜肯巨以外の科【∃は講鉄と し′  
て時間数を換算 し′た○   

ラき∈2 選択必修科［∃の単位l＝一＝＞し、てlま保育実習lま2単位以」こと  
し＿てその他の科f∃lまt∋単位以」二で換算 した○  

ミ＊；3 教卓転科【∃の単位l＝‾＝＞しヽてlま外国一書は2■■位と して、 その他  
の科目lま4■■．也と し＿て換算した○  
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第3回検討会 江華委員提出資料  

養成校lこおlナる授業時間の現状  

○ 法第39条第1号lこ該当する専門学校（2年制）の基礎科目実教育時間数  

257、3時間  
137．3時間  

平均実数育時間  
規定時間を越える時間数  

特lこ重視されてしヽる基礎科目  

基礎分野の教育内容は、現在は「人間とその生活の理解」となっているが、従前は、「人  

文科学系、社会科学系、自然科学系、外国言吾又は保健体育のうち力、ら4科目」とされて  
いた経緯を踏まえ、4科目×30H ＝ 120Hとの考え方を基に、1科目30時間を基準  

時間とし、それを超える学科を特定し、どの学科が特に重視されているか調べたもの。  

基礎分野科目名  1 ・ 2 年  

（手旨定12．0時間）         30時間以内 （A）  （A）／ 209  31一－40時間 （B）  （B）／ 209  41時間以」ニくC）  くC）／ 2二09   

1  ′む  理  学   116 校   55．5％   1  校   0．5％   5  校   2．4％   

2  社  会  学   110   52．6   1   0＿5   2   0．9   

3  ‾  堅  ．蔓   89   42．6   1   0．5   45   l21・5l   

4  法  学   85   40．7  1   0．5   

5  健 康 ・ ス ボ ー  ッ   61   29＿2   3   1．4   18   】 8．6 t   

6  ≒  ・二．1■■■■H竺   70   33．5   1   0．5   13   6．2   

7  諾‘；  聖＝   62   29．7  17   l 8．1t   

8  経  済  学   38   18．2   1   0．5   2   0．9   

9  音  楽   32   15．3  6   2．8   

10  l茎l  吉吾   34   16＿3   1   0．5   6   2＿8   

11  生  物  学   37   17．7  1   0．5   

12  憲  法   21   10．0  1   0●5   

13  宗  教   24   11＿5  3   1＿4   

※ 調査対象校lま、209校である 。   
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○ 法第39条第1号に該当する専門学校く2年制）の専門科目別実時間数等  

1校当りの規定  
超える  を超える時間  

番号   専門分野科目名   授業  
時間数  
規定   

総時間数  
形態  

数  

（A）   （B）   （C）％  （D）  （D／B）  

（E）   

口  介  実  習  実習   450   111   53％   4443   ⊂萱亘司   

2  介  護  実  習  指  導  演習   90   98   47％   3767   ［コ亘召   

3  介  護  技  術  演習   150   82   39％   3551   ⊂萱宣司   

4  形 態 別 介 護 技 術  演習   150   70   33％   2087   29．8   

5  レクリエーション活動援助法  演習   60   45   22％   1571   ［遡   

6  家   政   学   実   習  実習   90   53   25％   1473   27．8   

7  介  護  概  論  講義   60   40   19％   928   23．2   

8  社会福祉援助技術演習  演習   30   36   17％   910   25．3   

9  社 会 福 祉 援 助 技 術  演習   30   27   13％   700   25．9   

10  医  学  般  講義   90   29   14％   670   23．1   

皿  リ ハ ビリ テ ー シ ョ ン 論  講義   30   34   16％   665   19．6   

12  家  政  学   概   論  講義   60   32   15％   618   19．3   

13  障． 害  者  福  祉  論  講義   30   30   14％   517   17．2   

14  老 人・障 害 者 の 心 理  講義   60   15   7％   334   22．3   

15  社  会  福  祉  概  論  講義   60   20   10％   253   12．7   

16  老   人   福   祉   論  講義   60   14   7％   219   15．6   

17  精  神  保  健  講義   30   15   7％   176   11．7   

18  そ  の  他  

計  1530   180   86％   22882   127．1   

※1調査対象校は、209校である。  
※21校あたりの規定を超える時間数の合計欄127．1時間は、17科目の合計である。  
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第2回検討会文部科学省提出資料  

福祉系高等学校における介護福祉士国家試験の受験要件と実際の指導時間数（別表第一）  

現在（要件）  現在（実質）   

教  科  単位  時間数  割合  単位  時間数  

全  56  1，960h  62．2％  56  1，960h  

専門教科   34  1，190h  37．8％  40  1，400h  

体   総  計   90  3，150h  100．0％  96  3．360h  

社会福祉基礎   4   140h  4   140h  
2  社会福祉制度   2  

専  4  

基礎介護   6  6  

祉  4  4  

門  

小  計   20   700h  58．8％  20   700h  

分  4   140h  4   140h  

庭   小  計   4   140h  11．8％  4   140h  

野   

看  4   140h  4   140h  

護   小  計   4   140h  11．8％  4   140h  

実  6   210h  6  210h  

実習指導  
※校外施設実習  6  210h  

習   

小  計  6   210  17．6％  12   420h  

合計（普通科目を除く）  34  1，190h  100．0％  40  1，400h  

※ 1単位時間：50分 1単位：50分×35回   

介護福祉士国家試験の受験可能な高等学校福祉科の教育課程（例）   

福岡県立久留米築水高等学校 社会福祉科  

（福祉科目単位数：44単位 受験科目：40単位＋福祉関連科目：4単位）  

学年・単位数  l  2  3  4  5  6  7  8  9  10  皿  12  田  14  田  田  17  18  田  20  21  22  23  24  田  26  27  28  29  30  計   

第1学年  国吉吾   現代   数字工   理科   体育   保  音楽Ⅰ   英言吾Ⅰ   家庭   ．生効   看護基   社会福   基礎   社会福   配慮   H  14  

総合   社会  総合B  健  総合   ノ芽ノ宥   礎医学   祉基礎   介護   祉実習   ・一；l   R  単位   

第2学年  国語総合    地理A   数字Ⅰ   化学Ⅰ    体育   英語Ⅰ    家庭  

総合  

第3学年  現代文    世界史   数字A    体育    オーラルコミ1   家庭   社会福   社会福   社会字音祉   基礎   社会福祉実習     社会福   H  田  

A  ニケーシ］ンl   総合   祉基礎   祉制度   ．っ：l▲・6   介護  祉演習   R  単位  



第2回検討会高橋委員提出資料  

②教育課程表の充実・発展を日指す場合  

高校福祉科カリキュラム充実改定案  

「介護福祉士試験の在り方等介護福祉士の質の向上に関する検討会（H16．6．2）」の高校福祉科への指摘  

介護福祉士養成の現状と課題の中で「高校福祉科等の卒業者は、国家試験合格率は平均より高くなってきている一  

方、介護を必要とする者は生活歴が高校卒業者に比べ長く、高校生等の人生経験だけでは生活支援に対応できない  

などの側面がある。」という指摘を受けた。  

講義面でlま、♯成施設と高校のカリキュラムは同程度であることから、施鞍実習の充実を図るた  
め、同車位数を増加する必要がある。  

教  
現 行高校  

科  
単位  時間数  割合   

普通教科  56  1960  62．2％  

全  

体  
専門教科  34  1190  37．8％  

総  計  90  3150  100．0％   

社 会 福 祉 基 礎  4  140  11．8％  

社 会 福 祉 制 度  2   70  5．8％  

専  
福  

祉  

門  社 会 福 祉 演 習  4  140  11．8％  

分  小  計   20  700  58．8％  

家  

野  小  計   4  140  11．8％  

看  

護   小  計   4  140  11．8％   

社会 福祉（臨床）実習   6  210  17，6％  

実 習             実  習  指  導   0   0  0．0％  

小  計  6  210  17．6％   

合 計（普通教科を除く）  34  1190  100．0％   

現行養成施設   現行  

時間数差   

120  7．3％  50       1750           55．6％  

1530  92．7％  ；；i       ：三：；拍陶           ：こ≡：：勅舶  

1650  100．0％  90       3150           100．0％  

4       140           10．0％  

2  70           5．0％  

4       140           10．0％  

：阜                 田         鱒・  ■鱒  

4       140           10．0％  

720  47．1％   －20  50  

4       140           10．0％  

150  9．8％   －10  4       140           10．0％  －10  

4       140           10．0％  

120  7．8％   20  4       140           10．0％  20  

；；：‡‡；草                     甲や            叩  

540  35．3％                                              ：：：予孝叩       ：叩≡                  華甲            P％  二：：：辛1争q   

1530  108．0％                                         ；≡；：；二寸軸  

※単位＝1日6時間×5日間×3カ年で総単位数90単位  

改定案では「社会福祉実習」「実習指導」の増単と、「基礎介護」を2単位（70時間）増草することにより、養成施設の実習時間540時  
間に対し高校は420時間を実習に充てることが可能になる。その差は－340から－130に減ずることができる。   

③アンケート分析   

高等学校福祉科（福祉コース）の中の介護福祉十受験校に、現行の履修単位数と養  

成施設の履修時間数との格差を少しでも縮めるためにアンケートを実施した結果、  

187校中163校から回答をいただいた（回収率87．2％・未回答は閉校等によるもので  

あった）。特に改訂検討にあたっては、実務経験を増やすより質の高い福祉サービス  

実践につながる「社会福祉実習」「基礎介護」を中心に単位を増単することを検討し  

ていただき、その回答をまとめた。   

養成施設の現行専門教科履修時間は1，53・0時間であるのに対し、高校においては最  

低単位数34単位を時間数に換算すると1，190時間となり、その差は340時間となっ  

ている。特に顕著な違いは、実習に費やす時間の差である。   



教員要件関係  
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介護福祉士養成施設等の教員の要件について  
（大学、短大、専門学校共通）  

社会福祉概論、老人福祉論、障害者福祉論、社会∴福弘援助技術、社会福祉援助技術演習、老人・障害者の心理、  
家政学概論、家政学実習  

（ア） 大学院、大学、短期大学及び高等専門学校において、法令の規定に従い、当該科目を担当する教授、助教授  
又は講師（非常勤を含む。）として選考された者  

（イ） 専修学校の専門課程の教員として、当該科目を3年以上担当した経験のある者  

（ウ） 社会福祉主事養成機関、保育士養成所、看護師養成所、歯科衛生士養成所、栄養士養成所又は管理栄養士養  
成所の専任教員として、当該科目を3年以上担当した経験のある者  

（工） 大学院において、当該科目に関する研究領域を専攻した看で修士若しくは博士の学位を有する者又は当該科  

目に関する論文を提出し博士の学位を取得した者  

（オ） 国の行政機関又は地方公共団体において管理職以上の経験があって、当該科目に関する業務に3年以上従事  
した経験のある者（老人福祉論、障害者福祉論に限る。）  
（力） 社会福祉士として5年以上実務に従事した者（社会福祉援助技術、社会福祉援助技術演習に限る。）  

リハビリテーション論  

原則、理学療法士、作業療法士又は整形外科医としての実務経験を有する者  

レクリエーション活動援助法   

日本レクリエーション協会のレクリエーションー コーディネーター又は福祉レクリエー  

ション・ワーカーの資格を有し、かつレクリエーション指導の実務経験を有する者  
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原則、内科医師  

原則、精神科医師  

介護概算、介護技術、形態別介護技術、介護実習、介護実習指導  

（ア）高等学校、旧制高等学校若しくは旧制高等女学校を卒業した者又はこれと同等以上の学力があると認められ   
る看で、かつ、介護福祉士、保健師、助産師、又は看護師として、原則として、5年以上実務に従事した者  

（イ）社会福祉援助技術及び社会福祉援助技術演習を教授する者（介護実習、介護実習指導に限る。）  

（ア）形態別介護技術のうち、点字、手話を担当する教員については、点字通訳者、手話通訳者等としての活動歴   

を有する看であること。  
（イ）家政学概論については、栄養・調理、被服及び住居のすべての分野を教授できるよう、複数の教員を配置す   

る等の配慮を行うこと。  

なお、住居の分野を担当する教員については、1級建築士でも可とする。  
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※1 基礎分野を担当する教員については、担当する科目について相当の学識経験を有する看であること。   

※2 下線の科目を教授する専任教員は、介護教員講習会の課程を修了した看でなければならない。なお、介護教員  
講習会の概要については別添のとおり。   

※3 専任教員は学生総定員に応じて有する必要がある。   
（参 考）  

学生相違定員の区分   専任教員数   

8 0人まで   3   

81人から200人まで   3＋学生総定員－80   
40  

201人以上   6＋学生総定員－200   
50  

（関係条文等）  

・社会福祉士及び介護福祉士法（昭和62年法律第30号）第39条   

・社会福祉士介護福祉士学校職業能力開発校等養成施設指定規則（昭和62年厚生省令第50号）第7条   

・社会福祉士養成施設等指導要領及び介護福祉士養成施設等指導要領につ、いて（昭和63年1月14日社庶第3号厚   
生省社会局長通知）別添2介護福祉士養成施設等指導要領   

・社会福祉士介護福祉士学校職業能力開発校等養成施設指定規則第7条第1項第五号に規定する厚生労働大臣が別に   
定める基準（平成13年厚生労働省告示第241号）   

・介護教員講習会の実施について（平成13年8月16日社援発第1430号厚生労働省社会・援護局長通知）  
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（参考）  

介護教員講習会の概要  

事  項   内  
容   

趣  介護教育の内容の充実及び向上並びに介護教員の資質の向上を図り、もって質の高い介護福祉士を養成確  
保する。   

講習会の内容   
以上で各0時間計60時間以上 

‡ 

詳細は別紙1のとおり   

。 

○ 講習会の実施主体は、法人であって、基準告示に定める基準に適合する講習会を行う者。  
（参考：平成17年度における実施主体）  

・社団法人日本介護福祉士養成施設協会（全国7ブロック）  

実 施 主 体  ・全国社会福祉協議会中央福祉学院  

■神奈川県立保健福祉大学  

・臨床福祉専門学校  

・東京福祉専門学校   

講  
師   講習会の講師は、大学、大学院若しくは短期大学の教授若しくは助教授又は介護福祉士養成施設において5  

年以上の教務主任歴を有する者その他これらに準ずる者とすることが望ましい。   

講習会の全部又は一部免除  講習会の課程の全部又は一部の履修が免除される者の範囲については、別紙2のとおり   

○ 平成15年4月1日以降に新たに受講対象専任教員となる者及び同日において現に受講対象専任教員である  

者に適用。  

適用及び経過措置  ○ なお、平成15年4月1日から平成18年3月31日までの間に新たに受講対象専任教員となる者及び平成15年4  
月1日において現に受講対象専任教員である者については、平成20年3月31日までに講習会の課程を修了。  
○ よって、平成18年4月1日以降に新たに受講対象専任教員となる者については、全部免除に該当する者を除  
き、あらかじめ講習会の課程を修了することが必要。   
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